
 

 

 

 

 

 

 

入賞おめでとうございます！ 
 

 第68回大竹市・廿日市市中学校春季総合体育大会  

（令和元年５月１８・１９日） 
 
 ＜団体の部＞ 

  ソフトテニスの部（男子）  第１位 ⇒県大会出場 

  ソフトテニスの部（女子）  第３位 

  卓球女子Ｂ・Ｃチームの部  第１位 

  剣道男子Ｂの部       第３位 

  陸上競技の部（男子総合）  第５位 

   

＜個人の部＞ 

  ソフトテニスの部（男子）江浦・田中ペア   第２位 ⇒県大会出場 

  陸上競技の部 

   共通男子800ｍ   黒瀨陽資  第２位 

   森山倖成  第３位      ⇒県大会出場 

   共通男子走幅跳    黒瀨陽資   第３位       ⇒県大会出場 

     ２年女子１００m   渡邉希月  第４位      ⇒県大会出場 

   １年男子１５００ｍ  岡島優芯  第３位      ⇒県大会出場 
 

    大竹近郊春季ソフトテニス選手権大会     

（令和元年５月１１日）   
 

男子の部             女子の部 

準優勝 土井・武田組       第３位 畠田・島田組 

第３位 熱田・熱田組 

第３位 田中・江浦組 

 

    第32回市民スポーツ大会剣道競技      

（令和元年５月１２日） 

 

中学生男子級外の部 

第２位 大村 侑也 

中体連春季総合体育大会 
それぞれの想いを胸に，各部は大会に臨んだことと思います。入賞した結果は左のとおりです。 

しかし，入賞を果たすことができなかった部も，自分たちができたこと・できるようになったことをしっか

り話し合って，次の大会にむけて目標を立てて一瞬一瞬を大切にしてもらいたいです。 

 

 ここで，「目標」と「目的」の違いを考えてみてください。例えば大会で勝つことは「目標」です。 

では，何のために勝つのかを追及してみてください。それがきっと各部の「目的」となるはずです。 

 勝負のかかった緊張の場面で，自分の力を 100％出し切るためには，これまで重ねてきた練習の量に裏

づけされた自信や，仲間からの信頼や励ましの言葉もあるでしょう。 

 バレーボールの試合会場にしかいませんでしたが，試合を重ねていく中で，相手の強いサーブやスパイク

をどんどん拾っていくたびに自信に満ちた表情やプレイに変化していきました。大野中学校との試合は，１

セットは先に先取したものの，２セット目は奪われ，３セット目はデュースとなり最後は競り負けて惜敗し

ました。もしも，このセットを取れていれば，２日目の決勝トーナメントに進んで新たな経験を積むことが

できたり，きっとチームとしての自信や信頼関係も深まったのではないかと思うととても残念でしたが，相

手も必死です。まだまだ個人・チームとしてやらなければならないことがあるのでしょう。 

 そう思うと，目標であった「勝ち」のもっと先に，それぞれの競技の特性や部の方針で示されている「目

的」があるはずです。自身の心と体を強くやさしく柔軟に，仲間と協力しながら成し遂げて，喜び合ったり

悔しがったりするような経験をたくさん積んだ大人になってほしいものです。 

 

命の大切さを考える日 
 ５月８日（水）は，廿日市市内の全小中学校で，「命の大切さ」を考

える日でした。本校でも，全校道徳をおこない，一緒に考えました。 

図書室にも「命の大切さを考える日」のコーナーが設けられ，命に関

わる書籍が紹介されました。 

 次の文は，生徒の感想の一部です。 

 

 生きていると，自分を否定する人もたくさんいると思うけど，それ以上に自分を受け入れて

くれる人もたくさんいるのかなと感じました。自分を傷つけたくなる事がこれから先あると

思うけど，自分が持っている大切な命を忘れずにいようと思います。野口さんのような大きな

事をみんながやりとげられる訳では無いけど，それでも周りには自分の事を大事に思ってい

る人がたくさんいると思います。”死“という言葉を当たり前のように使ってはいけないと改

めて感じました。 （第２学年生徒） 

  

私は，みんな１つは「ハンディキャップ」を持っているものだと思います。仲間を認め合え

るやさしい心を持った人になりたいです。みんながこまっている事は，助け合えるここちよい

クラスをつくっていけるといいと思います。クラスではなく，１人１人の気持ちが大切だと思

います。失敗は誰にでもあることなので責めたりせず，助け合える仲間になりたいです。 

色々に人と仲良くなって，協力し，支え合える人たちがたくさんいると思うので，その人た

ちと協力していきたいです。誰でも受け入れられる心の広い人になりたいです。 

（第１学年生徒） 

阿品台中学校 学校だより 

学校教育目標 「自信と誇りを持ち，夢と意欲あふれる生徒の育成」 

            令和元年５月２７日（月）№４ 
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阿中応援団の活動が始まりました。読み聞かせボランティアの方々による絵本等の読み聞かせや放課後学

習会が行われ，地域と協働しながら子どもたちを育んでいく体制がさらに整えられていきます。 

５月13日（月）３年生の全学級の朝読書の時間に，地域のボランティアによる絵本の読み聞かせがあ

りました。生徒は，机を後ろに下げて床に座って，絵本の世界にしだいに引き込まれていました。 

      

５月21日（火）・23日（木）16:20～17:30に学習支援ボランティアの皆さんのご協力をいただ

き，放課後学習会を行いました。数学と英語に分かれて，提出物をやり切ることや，中間テストに向けた学

習をしました。ボランティアの皆さんは，事前に授業参観をしてくださり，授業内容や生徒の学習の様子を

把握して学習会に臨んでくださっています。参観された後，各教室で生徒が真剣に授業に向かっている姿を

褒めてくださるとともに，分かっていなければそのままにせず，誰かに「教えて!!」と言えるようになって

ほしいと話されました。 

数学   英語  

５月１５日（水）16:00～ 調整会議を開催しました。 

ボランティアの皆さんに集まっていただき，読み聞かせ・学習支援の今後の日程について確認しました。 
 

    

 

第39回 阿品台中学校体育祭 
 Be the one ～向上心を持ち 誇れる阿中に～ 

６月８日（土） ９：００入場開始 

 

 
 毎週金曜日は，生徒会執行部によるあいさつ運動が行われ，登校してくる人たちに大きな声のあ
いさつと笑顔で迎えてくれています。気候の変わりめや週末，体育祭の練習に向けてや，中間テスト

前と忙しい毎日を過ごしている子どもたちですが，朝のスタートを気持ちよくきって校舎へと向かっ

ていきました。小学生の人たちも，元気な声であいさつを返してくれます。 

   

 

 

 

 

  学校は，必ず解決に向けて取り組みます。 

・・・いじめの相談窓口・・・     ・・体罰・セクシャルハラスメント相談窓口・・ 

柳川先生,松岡先生，八川教頭先生         八川教頭先生，秋本先生，柳川先生 

                          永山先生，吉屋先生，田浦先生 

ボランティア募集中 
保護者・地域の方で阿中生徒に読み聞かせや

学習支援をしてくださる方を募集しています。 

興味のある方は，教頭までお電話ください。 

連絡先:0829-(39)1516 


